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千
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屋

貫

数

日
蓮
聖
人
が
『
事
の
｝
念
三
千
』
と
し
て
唱
導
せ
る
鹿
の
も
の
を
．
今
蕊
に
『
賞
践
折
け
曲
学
と
し
て
の
一
念
三
千
』
と
題
し
て
究
明
せ
ん
と

欲
す
る
も
の
で
あ
る
が
‘
先
づ
第
一
に
そ
の
質
践
哲
皐
の
意
味
を
明
に
す
る
の
必
要
が
あ
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
哲
皐
を
両
分
し
て
理

論
的
部
門
と
宜
践
的
部
門
と
の
こ
つ
と
・
た
し
て
以
来
此
匝
別
は
今
日
向
人
K

の
踏
襲
す
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
的
部
門
と
は
智
識
の

問
題
で
あ
り
存
在
の
問
題
で
あ
り
、
貰
践
的
部
門
と
は
人
生
の
問
題
で
あ
り
慣
値
の
問
題
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
天
台
智
者
大
師
の
摩
詞

止
観
所
立
の
一
念
三
千
の
法
門
を
理
の
一
念
三
千
と
名
け
．
之
と
既
別
し
て
自
の
所
立
を
事
の
一
念
三
千
と
名
け
ら
れ
た
の
で
る
る
が
、

そ
の
事
の
一
念
三
千
の
中
心
生
命
は
質
践
で
あ
り
、
天
台
大
師
の
理
の
一
念
三
千
を
世
曾
的
に
宜
現
し
て
、
い
は
ど
人
生
問
題
の
解
窓
口
と

す
る
と
と
に
依
っ
て
初
め
て
事
の
一
念
三
千
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
質
践
哲
撃
と
名
く
る
に
於
て
敢
て
安
営
た
ら
や
と
は
い

へ
な
い
。
勿
論
そ
れ
が
箆
め
に
天
台
大
師
の
一
念
三
千
を
理
論
哲
撃
と
し
て
片
付
け
る
わ
け
で
は
友
い
。
唯
雨
者
を
比
較
す
る
と
き
賓
践

哲
畠
・
は
事
の
一
念
三
千
に
冠
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
念
三
千
の
法
門
は
．
天
台
大
帥
が
五
十
七
歳
の
夏
荊
州
の
玉
泉
寺
で
摩
詞
止
観
を
講
じ
‘
そ
の
第
五
径
の
直
観
章
に
至
っ
て
初
め
て

明
に
さ
れ
た
も
の
、
所
前
大
師
の
己
心
中
所
行
法
門
と
い
は
る
L
所
の
も
の
で
あ
る
。
共
本
櫨
と
は
、

貨
践
哲
血
中
と
し
て
の
一
念
三
千



貨
政
哲
撃
と
し
て
の
一
念
一
一
一
千

犬
一
心
共
＝
十
法
界
↓

一
法
界
叉
H
H
J
十
法
界
一
百
法
凶
介
。

一
界
共
ニ
三
十
脆
世
間
二
百
法
界
即
共
＝
三
千
間
世
間
一
。
此
一
二
千
在
弓
一
念
心
4

若
無
レ
心
而
巴
。
介
繭
有
レ
心
即
共
＝
三
千
一
。
亦
不
L
百
二
心
在
レ
前
一
切
法
在
Z
後
。
亦
不
レ
一
マ
一
口
↑
一
一
切
法
在
ι
前
一
心
在
4
L

後
。
：
：
：
今

、
心
亦
如
し
日
正
。
若
従
二
心
一
生
二
切
法
一
者
。
此
則
H
疋
縦
。
若
心
一
時
合
二
切
法
一
者
‘
此
即
日
疋
抗
。
縦
亦
不
可
。
同
帆
亦
不
可
。
祇
心

是
一
切
法
‘

一
切
法
是
心
。
故
非
ι
縦
非
L

続。

非
レ
一
非
レ
異
。
玄
妙
探
結
．
非
＝
識
所
一
ι
識
、
非
一
二
一
＝
品
川
－
L

一一目。

所
以
稿
時
－
一
不
可
思
議

境
吋
意
在
＝
於
此
叩
一
五
k

止
観
に
あ
っ
て
は
、
十
境
を
立
て
L
閣
法
の
封
象
と
な
し
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
能
視
の
法
と
し
て
十
一
来
観
法
を
用
ゐ
て
修
行
才
る
。
硯

不
思
議
境
と
い
ふ
の
は
十
乗
組
法
の
第
一
に
位
す
る
も
の
で
、
凡
て
の
観
法
の
根
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
十
境
の
内
初
め
の
陰
収
入
と

は
五
日
人
現
時
の
法
で
あ
る
が
、
そ
の
五
陰
十
二
入
十
八
回
作
向
寅
く
し
て
観
境
に
趨
し
な
い
。
そ
れ
で
そ
の
内
の
五
陰
を
取
り
、
五
陰
の
中

更
に
飴
の
四
陰
を
措
い
て
識
陰
を
取
る
。
識
陰
と
は
心
法
で
あ
る
か
ら
観
念
論
的
立
場
で
あ
る
と
見
て
差
支
な
い
。
但
し
問
洋
背
壌
に
在

つ
て
は
論
理
的
思
惟
が
そ
の
方
法
で
あ
り
、
伸
敢
に
あ
っ
て
は
詮
悟
を
そ
の
日
標
と
す
る
。
そ
こ
で
現
前
の
一
念
の
心
性
を
取
っ
て
、
所

視
の
境
と
な
し
、
と
の
心
三
千
を
具
し
て
不
思
議
な
り
、
玄
妙
深
絶
識
の
識
る
所
に
あ
ら
や
言
の
言
ふ
所
に
あ
ら
や
と
視
や
る
。
是
即
ち

一
念
三
千
の
観
法
で
あ
る
。

法
華
経
を
以
て
そ
の
生
命
と
せ
ら
れ
た
日
蓮
聖
人
は
．
先
師
と
し
て
最
も
多
く
天
台
大
師
に
傾
倒
せ
ら
れ
た
人
で
あ
っ
た
。
聖
人
が
そ

の
同
日
紗
に
於
て
『
さ
れ
ば
日
蓮
が
法
華
経
の
智
解
は
天
台
侍
救
に
は
千
寓
が
一
分
も
及
ぶ
事
な
け
れ

E
も
、
難
を
M
V
び
慈
悲
の
す
ぐ
れ

た
る
事
は
弘
が
そ
れ
を
も
い
だ
き
ぬ
ぺ
し
』
（
縮
刷
遺
文
七
七
二
）

と
い
ひ
、
共
遺
文
到
る
麗
に
天
台
倖
救
の
雨
大
師
を
稿
揚
し
、
法
華
宗

内
詮
伸
法
血
脈
（
同
九
二
三
〉
に
は
外
相
承
と
し
て
天
台
大
師
を
高
岨
と
な
し
‘
顕
悌
未
来
記
に
は
『
天
台
大
師
信
＝
順
樟
迦
一
、
切
一
一
法
華



山
一
ア
敷
＝
揚
提
且
一
、
叡
山
一
家
相
一
一
承
天
台
一
、
助
ニ
法
華
宗
一
弘
＝
過
日
本
一
位
一
三
五
々
。
安
州
日
蓮
恐
相
＝
求
三
師
二
助
コ
法
華
宗
一
流
－
一
通
末
法
＼

三
加
レ
一
蹴
ニ
三
岡
四
師
、
』
（
同
九
七
八
〉
と
あ
っ
て
、

い
つ
で
も
雨
大
師
を
法
華
経
の
行
者
の
党
輩
’
と
さ
れ
て
居
る
。
然
し
な
が
ら
天
台

大
仰
の
到
達
鮪
は
即
ち
日
蓮
華
人
の
山
川
護
貼
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
そ
し
て
そ
れ
を
ハ
ツ
キ
リ
と
示
さ
れ
た
の
は
観
心
木
等
紗
で
あ
る
。
観

心
本
年
紗
副
吠
に
は
『
翻
心
法
門
少
少
注
L

之
、
奉
ニ
太
田
股
救
信
御
房
等
4

此
事
日
蓮
営
身
大
事
也
。
：
：
：
悌
滅
後
二
千
二
百
二
十
飴
竿

未
し
有
＝
此
雪
之
心
吋
不
し
顧
＝
困
難
↓
期
＝
五
五
百
歳
－
演
＝
靖
之
二
五
k
o
』
「
川
九
五
七
）
と
あ
る
。
そ
の
胡
心
の
法
門
と
は
、
事
の
一
念
三
千

で
、
天
台
大
師
の
理
の
一
念
三
千
と
百
円
別
せ
ら
る
L
所
で
あ
る
。
大
師
の
一
念
三
千
と
は
座
棺
視
法
に
依
る
詮
果
で
あ
る
か
ら
、
仮
令
そ

の
内
設
に
於
て
相
通
守
る
所
が
あ
っ
て
も
．
聖
人
が
之
を
理
の
一
念
三
千
と
な
し
、
自
ら
の
立
場
に
依
る
成
伸
の
要
道
を
事
の
一
念
三
千

と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
聖
人
は
そ
の
三
十
二
歳
の
と
き
法
華
経
の
行
者
と
し
て
出
費
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
三
十
化
成
の
時
鎌

倉
幕
府
に
到
し
て
立
正
安
困
論
な
る
宗
散
論
策
一
位
婦
を
献
上
さ
れ
た
。
此
立
正
安
岡
論
は
、
草
に
幕
府
を
練
暁
し
た
献
白
芽
で
な
く
し
て

そ
の
形
式
に
於
て
も
そ
の
内
容
に
於
て
も
袈
人
の
一
代
を
通
子
る
｛
一
本
説
明
喝
勤
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
法
華
経
の
’
質
凶
明
日
通
勤
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
放
に
聖
人
は
隔
米
乙
の
立
正
安
園
の
主
張
を
以
て
園
と
人
と
に
相
封
さ
れ
た
。
就
中
立
正
安
園
論
中
に
換
言
さ
れ
た
る
他
国

使
逼
維
の
埴
中
を
姥
機
と
し
て
、
文
永
五
年
か
ら
八
年
へ
と
か
け
て
、
猛
烈
な
る
立
正
安
閣
の
噌
活
動
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
捜
時
M
M

（同

一
J

一
四
一
）
に

『
余
に
三
度
の
高
名
あ
り
』

と
い
ふ
て
居
ら
れ
る
の
は
、
聖
人
の
一
代
の
聖
業
が
以
て
立
正
安
閣
の
貰
践
逗
動
に
始
格

し
て
居
る
と
と
を
詮
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
立
正
安
凶
論
乞
．
山
汁
出
し
そ
の
運
動
b
L
高
調
せ
る
著
述
と
し
て
は
、
文
永
五
年
の
安
岡
諭
御

削
向
来
が
あ
り
、
同
六
年
の
安
国
論
奥
書
が
あ
り
、
交
水
十
一
年
の
同
樹
立
正
怠
紗
等
が
あ
る
。
向
御
臨
格
の
前
に
も
立
正
安
凶
識
を
講
ぜ

ら
れ
た
と
倖
へ
て
居
る
。
更
に
私
共
が
甚
深
の
注
意
を
抑
は
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
聖
人
の
宗
戦
的
迫
害
が
悉
〈
立
疋
安
岡
市
川
献
上
並
に
そ

の
後
の
立
正
安
園
の
運
動
か
ら
起
っ
た
事
で
あ
る
。
大
難
問
度
小
難
教
を
知
ら
や
と
い
ふ
そ
れ
等
の
迫
害
は
、
悉
く
立
正
安
国
論
の
惹
起

貨
践
哲
与
と
し
て
の
一
念
三
千

一一一一



貨
践
＃
白
血
干
と
し
て
の
一
念
三
千

一
一
阿

せ
る
宗
教
的
迫
害
で
め
る
。
立
正
安
閑
論
な
か
り
せ
ぽ
聖
人
の
宗
教
的
迫
害
も
或
は
・
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
で
聖
人
は
天
台
大
師
の
如
く
‘
所
制
徒
衆
を
謝
遣
し
て
山
谷
に
隠
遁
し
、
採
則
市
汲
水
観
念
観
法
を
凝
ら
さ
れ
た
と
い
ふ
風
に
見
え

た
い
け
れ
V
」
も
、
と
の
立
正
安
閑
論
の
運
動
に
於
て
一
身
を
日
本
岡
に
打
蛮
ふ
て
．
有
ゆ
る
忠
難
迫
害
に
身
を
晒
さ
れ
た
山
地
が
即
ち
聖
人

の
十
法
成
乗
の
観
法
で
は
た
か
っ
た
か
と
忠
ふ
の
で
あ
る
。
聖
人
が
最
初
伊
豆
に
流
罪
せ
ら
れ
た
迫
害
生
活
は
聖
人
に
取
っ
て
止
視
の
境

設
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
流
罪
生
活
の
中
に
聖
人
は
自
畳
と
反
省
（
或
は
感
謝
と
機
悔
）
の
宗
敬
生
活
を
港
ら
れ
た
〈
同
四
一
じ
｜
間
二

四
百
そ
の
感
謝
と
機
悔
と
の
生
活
の
中
か
ら
、
聖
人
の
民
の
宗
救
的
確
信
は
創
遇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
敬
機
時
間
序
の
五
綱
の
敬
判
是
で

あ
る
（
同
四
二
四

i
四
二
九
百
そ
れ
か
ら
文
永
八
年
九
月
十
二
日
の
龍
口
の

E
難
並
に
佐
渡
へ
の
遠
流
は
聖
人
一
代
の
大
難
で
あ
っ
た
だ

け
に
、
聖
人
の
内
設
は
多
く
共
臨
か
ら
顕
聾
さ
れ
て
居
る
。
佐
渡
へ
流
さ
れ
て
蒋
年
の
二
月
、
雪
中
の
塚
原
三
昧
堂
に
る
っ
て
世
界
の
訂

日
を
聞
か
ん
と
て
書
か
れ
た
関
目
紗
を
見
る
と
、

一
間
四
面
の
三
昧
堂
の
雪
の
中
陀
飢
ゑ
凍
え
つ
L
、
そ
の
境
涯
か
ら
油
然
と
し
て
涌
き

出
で
来
る
本
化
ト
ぃ
行
の
大
自
費
と
‘
－
告
が
身
の
過
去
生
の
罪
業
の
み
な
ら
守
、
高
人
の
罪
に
代
ら
ん
と
す
る
機
幅
減
罪
と
が
表
裏
あ
ぎ
な

へ
る
縄
の
如
く
に
、
伊
豆
の
時
よ
り
も
居
一
居
明
瞭
に
明
白
に
顕
は
れ
て
来
れ
る
を
観
る
の
で
あ
る
。
斯
の
如
き
は
迫
害
の
最
も
惨
憎
た

り
し
佐
渡
の
流
罪
生
活
が
‘
聖
人
に
取
っ
て
止
観
の
と
よ
な
き
封
境
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
・
な
か
ら
ろ
か
。
聖
人
の
止
視
を
接
ら

す
境
界
は
徒
裁
を
謝
撞
し
山
谷
に
隠
り
Q

L
も
の
で
な
く
し
て
、
批
曾
に
出
で
て
人
々
に
打
交
り
つ
L

・
誠
に
は
閑
家
此
舎
を
諌
め
て
、
そ

し
て
迫
害
さ
れ
て
忠
難
の
流
罪
生
活
を
詮
ら
れ
た
そ
の
嘗
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
晩
年
身
延
に
隠
棲
し
て
九
ヶ
年
の
静
寂
な
る

生
活
を
詮
ら
れ
た
時
も
．
そ
の
生
活
は
伊
豆
や
佐
渡
の
流
罪
地
に
も
等
し
い
生
活
で
あ
っ
た
。
所
謂
誓
願
配
流
の
生
活
で
あ
っ
た
。
そ
と

に
聖
人
は
曾
て
身
で
讃
ん
だ
法
華
艇
を
聾
夜
朝
暮
に
讃
ん
で
、
只
管
伸
に
仕
へ
悌
と
の
み
あ
か
し
暮
さ
れ
た
。
曾
て
佐
渡
に
於
て
圃
崩
せ

ら
れ
た
伸
一
向
後
二
千
二
百
二
十
飴
年
未
曾
布
の
本
隼
を
封
境
と
し
て
唱
題
．
三
味
し
て
暮
さ
れ
た
。
そ
れ
が
聖
人
に
取
っ
て
止
観
の
境
地
で



あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
と

聖
人
は
上
越
の
立
場
を
事
の
一
念
三
千
と
い
ふ
て
居
ら
れ
る
が
、
事
と
は
事
賓
で
あ
り
、
観
念
を
事
と
す
る
理
と
高
別
す
ぺ
き
も
の
で

あ
る
。
草
山
の
元
政
上
人
の
十
六
字
観
と
い
は
る
L

『
観
＝
即
レ
色
心
一
日
定
常
ニ
理
問
4

観
＝
即
レ
心
色
－
是
矯
コ
事
観
4

五
口
骨
三
折
得
ニ
此
十
六

字
↓
。
』
と
は
、
能
く
事
と
理
と
の
院
別
を
道
破
し
て
居
る
と
思
ふ
。
事
E
F
－
理
と
の
直
別
は
、
山
林
に
隠
れ
個
人
的
に
行
ひ
す
ま
す
の
と
、

進
ん
で
批
舎
に
出
で
岡
家
吐
舎
に
妙
法
を
宮
現
す
る
と
の
相
違
で
あ
る
。
理
観
と
し
て
の
一
念
三
千
視
に
於
て
は
、
幽
界
の
三
階
問
魔
を

退
治
す
る
の
で
あ
ら
う
が
、
吐
曾
的
官
現
に
於
け
る
事
の
一
念
三
千
は
三
障
問
躍
は
勿
論
の
事
人
間
悉
く
が
悪
魔
と
た
り
悪
鬼
と
な
っ
て

障
擬
を
話
す
の
で
あ
る
か
ら
、
4

尋
常
一
様
の
決
心
莞
悟
で
出
来
る
も
の
で
な
い
。
治
病
紗
（
同
二
二

O
三
）
に

止
観
の
十
境
十
乗
の
観
法
は
天
台
大
師
説
き
給
ひ
て
後
行
や
る
人
無
し
。
妙
業
停
救
の
御
時
少
く
行
や
と
い
ヘ
タ
」
も
敵
人
弱
き
ゅ
へ
に

さ
で
す
ぎ
ぬ
。
止
観
に
三
障
問
魔
と
申
す
は
擢
経
を
行
や
る
行
人
の
陣
に
は
あ
ら
や
、
今
日
蓮
が
時
共
に
起
れ
り
。
叉
天
合
体
救
等
の

時
の
三
時
間
魔
よ
り
も
い
ま
ひ
と
し
ほ
ま
さ
れ
り
。
：
：
：
ア
念
三
千
の
税
法
に
二
あ
り
。

一
に
は
理
こ
に
は
事
た
り
。
天
台
倖
殺
の
御

時
に
は
理
也
。
今
は
事
也
。
観
念
す
で
に
勝
る
が
故
に
犬
難
叉
色
ま
さ
る
。
彼
は
訪
門
の
一
念
三
千
、
此
は
本
門
の
了
念
三
千
也
。
天

地
は
る
か
に
殊
也
と
と
也
。

と
あ
る
。
斯
の
如
き
は
全
く
聖
人
自
ら
の
杭
験
を
語
ら
れ
た
も
の
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
出
現
人
が
伊
豆
の
流
罪
地
に
於
て
懐
か
れ
た
槻

念
‘
小
松
原
の
刀
杖
の
下
、
龍
口
の
肯
の
車
、
殊
に
は
佐
渡
の
流
罪
地
で
屡
々
殺
さ
れ
ん
と
し
た
る
間
に
快
か
れ
た
観
念
と
は
認
に
い
ふ

観
念
す
で
に
勝
る
の
観
念
で
あ
っ
た
ら
う
と
思
ふ
。
か
や
う
に
聖
人
の
一
念
三
千
羽
は
多
く
迫
害
生
活
の
恕
難
流
離
の
問
に
出
来
あ
が
っ

た
も
の
で
、
事
翻
の
妙
味
は
全
く
共
由
胞
に
存
す
る
と
思
ふ
。

貨
践
哲
患
と
し
て
の
一
念
一
ニ
千

一
一
五



賞
践
哲
与
と
し
て
の
一
念
三
千

一
一
六

誌
で
私
は
聖
人
の
信
仰
論
に
個
れ
で
見
た
い
と
思
ふ
。
型
人
の
宗
教
心
到
論
は
天
台
犬
師
に
擦
ら
れ
て
鼎
る
。
識
分
の
研
究
に
於
て
、

眼
耳
鼻
舌
身
の
前
五
識
と
第
六
識
と
は
凡
夫
識
で
あ
り
‘
第
七
末
那
識
は
二
乗
識
で
あ
り
、
第
八
阿
紋
耶
識
は
菩
薩
識
で
あ
り
、
第
九
庵

摩
羅
識
は
帥
識
で
あ
る
と
さ
れ
て
あ
る
。
聖
人
は
日
女
御
前
御
反
事
に
『
此
御
本
隼
全
く
飴
所
に
求
む
乙
事
た
か
れ
。
只
我
等
衆
生
の
法

華
粧
を
持
ち
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
明
ふ
る
胸
中
の
肉
固
に
訟
は
し
ま
す
た
り
。
是
を
九
識
心
主
民
蜘
の
都
と
は
申
す
・
な
り
』
（
同
一
二
ハ

ご
ム
ハ
ー
と
い
は
れ
て
、
信
は
と
の
根
本
心
の
殻
勤
・
な
り
と
す
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
並
に
喪
人
に
従
へ
ば
、
そ
の
本
隼
と
い
ふ
の
は
宇
宙

法
界
の
如
脚
本
法
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
と
相
劃
す
る
信
も
ま
た
根
本
心
で
去
け
れ
ば
な
ら
左
い
。

・
少
し
く
宗
敬
折
口
曲
申
者
の
所
設
を
引
い
て
と
れ
を
解
棒
す
る
と
‘

シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
の
宗
教
心
割
論
に
依
れ
ば
『
私
北
ハ
の
生
活
は

］［ロ回目
o
F
E
R－）

ep
（
自
己
内
滞
在
）
と

k
r
g
a
n
r
r
z
p
g宵
丘
四
回
（
自
己
外
通
過
）
と
の
誼
額
せ
る
静
化
で
あ
る
。
前
者
は
意
識
で
あ
り
後

者
は
行
儒
で
あ
る
。
意
識
は
亦
二
つ
の
異
・
な
れ
る
形
式
を
取
る
。
即
ち
知
識
と
感
情
と
で
あ
る
。
知
識
は
認
識
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
自

己
の

F田町
O
F
F

－oFV
O
ロ
で
あ
る
が
‘
認
識
と
し
て
は
自
己
の

EHE回目。
r
z
s
gロ
に
依
り
て
現
・
賓
と
た
る
、
そ
の
限
り
行
詩
で
あ
る
。

之
に
劃
し
て
感
情
は
感
動
さ
れ
た
も
の
と
し
て

E
a
§
z
a
Zロ
た
お
の
み
た
ら
歩
、
感
動
す
る
も
の
・
と
し
て
も
感
受
性
の
も
の
で
全
く

F
a
o
v
z
a
v
g
k属
す
る
。
』
ハ
基
脅
敬
信
仰
論
〉
さ
れ
ば
彼
は
信
仰
を
定
義
し
て
、
『
信
仰
と
は
智
識
に
非
や
行
錆
に
非
・
守
、
感
情
即
ち

直
接
自
己
意
識
の
規
定
で
あ
る
』
と
す
る
の
で
あ
る
。
ナ
ト
ル
プ
も
亦
宗
敬
を
感
情
の
立
場
か
ら
説
く
臨
に
於
て
シ
ユ
ラ
イ
ヱ
ル
マ
ツ
ヘ

ル
に
賛
す
る
も
の
で
る
る
が
、
棋
は
そ
の
宗
教
心
理
論
に
於
て
か
う
い
ふ
て
居
る
。
『
人
間
意
識
に
於
け
る
宗
教
の
基
礎
は
感
情
で
あ
る
。

而
も
感
情
は
認
識
、
意
志
、
事
術
的
想
像
と
相
劃
立
す
る
意
識
の
一
領
域
に
あ
ら
や
し
て
、
寧
ろ
精
榊
の
根
本
力
と
考
ふ
べ
き
も
の
で
あ

る
。
共
は
精
榊
生
活
の
最
も
内
面
的
の
も
の
で
あ
る
。
認
識
‘
意
志
、
事
術
的
想
像
は
唯
外
面
的
の
も
の
に
過
ぎ
た
い
。
然
る
に
感
情
は

其
最
後
の
根
蟻
で
あ
り
‘
共
等
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
感
情
の
此

d
E
r
g
o巳
に
於
て
宗
散
は
そ
の
生
命
を
有
す
る
も
の
で
あ
る



と
え
人
道
主
義
の
限
界
内
K
於
け
る
宗
敬
）
此
シ
ユ
ラ
イ
ヱ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
並
に
ナ
ト
ル
プ
が
信
仰
を
精
榊
の
根
本
力
と
見
る
黙
に
於
て
聖

人
の
信
と
相
通
・
ヂ
る
も
の
が
あ
る
。
然

L
Kが
ら
そ
の
感
情
を
以
て
宗
歌
心
の
根
擦
な
り
と
す
る
賭
は
、
僻
敬
特
に
聖
人
の
立
場
と
は
遠

〈
相
去
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
へ

1
グ
ル
は
シ
ユ
ラ
イ
エ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
の
感
情
論
を
批
判
し
て
、
『
感
情
は
一
一
際
宗
教
信
何
の
住
家
と
し
て
相
醸
し
き
賭
が
な
い
で

も
た
い
が
、
感
情
・
な
る
も
の
は
随
分
我
偉
勝
手
な
も
の
で
あ
る
。
感
情
の
中
に
は
紳
も
入
れ
ば
悪
魔
も
入
る
。
斯
く
榊
と
の
必
然
的
関
係

に
る
ら
ぬ
も
の
が
、
一
抑
の
住
家
た
る
と
と
は
出
来
危
い
。
紳
と
必
然
的
闘
係
に
あ
る
も
の
は
思
惟
で
あ
り
概
念
で
あ
る
』
と
。
〈
宗
敬
哲
皐

序
論
》

ヘ
ー
グ
ル
が
思
惟
若
く
は
概
念
を
信
仰
の
座
と
し
て
、
紳
と
の
必
然
的
関
係
に
あ
る
と
説
く
黙
は
‘
聖
人
の
信
仰
論
に
遁
守
る
も

の
が
る
る
が
、
維
の
飴
り
の
論
理
化
は
終
に
聖
人
の
官
践
的
危
る
信
仰
と
相
去
る
も
の
で
あ
る
。

聖
人
は
そ
の
信
仰
に
名
け
て
我
不
愛
身
命
但
惜
無
上
道
と
い
ひ
、
或
は
一
心
欲
見
伸
不
自
惜
身
命
と
呼
ん
で
居
ら
れ
る
。
勿
論
此
等
は

法
華
経
か
ら
出
た
文
字
で
あ
る
が
、
と
の
文
字
と
そ
聖
人
の
信
仰
を
表
は
す
最
も
好
趨
の
文
字
で
あ
る
。
聖
人
の
信
と
は
い
つ
で
も
聖
人

の
全
心
身
を
ゆ
り
動
か
し
た
根
本
カ
で
あ
る
。
私
共
は
聖
人
の
不
惜
身
命
の
信
仰
に
就
て
考
ふ
る
に
は
、
聖
人
の
立
正
安
閑
論
献
上
の
営

時
に
遡
る
と
と
を
要
す
る
。
立
正
安
岡
論
の
運
動
は
法
華
経
の
根
本
精
神
か
ら
出
て
居
る
に
は
遺
ひ
た
い
が
、
之
を
一
世
舎
的
に
見
る
と
、

末
法
思
想
の
躍
っ
て
居
っ
た
時
に
際
し
、
日
本
聞
と
金
問
民
と
を
ゆ
す
ぶ
り
動
か
し
た
前
代
未
聞
の
天
災
地
境
に
依
っ
て
激
穫
さ
れ
た
信

仰
で
あ
る
。
営
時
の
天
災
地
襲
の
惨
憎
た
る
有
様
は
安
岡
諭
胃
一
聞
の
記
事
以
上
で
あ
っ
た
と
い
は
れ
で
あ
る
。
営
時
乙
の
災
厄
に
直
面
し

た
人
K

は
失
意
の
極
絶
望
に
陥
っ
た
で
あ
ら
う
。
或
は
穣
災
前
橋
の
末
に
走
っ
て
本
営
の
信
に
亮
め
た
も
の
は
鮮
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
斯

る
時
に
営
っ
て
、
異
に
よ
く
世
界
の
危
機
に
直
面
し
・
寓
人
に
代
っ
て
不
惜
身
命
の
信
を
如
・
買
に
開
験
せ
る
も
の
は
聖
人
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
と
の
立
正
安
岡
論
に
依
っ
て
起
さ
れ
た
信
仰
を
以
て
そ
の
一
代
を
貫
か
れ
た
の
で
あ
る
。
松
葉
谷
草
庵
の
焼
打
と
か
伊
豆
伊
東
の
流

貨
践
哲
皐
と
し
て
の
一
念
三
千

七



貨
践
哲
血
中
と
し
て
の
一
念
＝
一
千

一
一
八

罪
な
ど
は
不
惜
身
命
の
信
な
く
し
て
到
底
込
び
き
れ
ぬ
大
難
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
不
惜
身
命
の
信
仰
は
一
難
を
経
る
毎
に
居
一
賢
明
一
躍

に
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
龍
口
で
首
の
座
に
紘
一
せ
ん
と
せ
る
時
、
『
不
費
の
と
の
ば
ら
か
な
‘
と
れ
ほ
ど
の
悦
を
ぽ
わ
ら
へ
か
し
』

Lι

叫
ば
れ
た
如
き
は
正
に
そ
の
最
高
潮
に
建
せ
る
も
の
で
あ
る
。
と
の
身
命
を
情
ま
ざ
る
一
心
の
信
仰
と
そ
精
神
の
根
本
力
で
な
く
何
で

あ
ら
ろ
c

そ
れ
は
感
情
の
立
場
か
ら
見
た
皐
・
な
る
主
観
的
の
も
の
と
比
較
す
べ
く
も
な
い
。
ま
た
思
索
に
依
っ
て
で
っ
ち
上
げ
た
思
惟
と

か
邸
念
と
か
い
ふ
も
の
で
な
い
。
併
の
大
智
桂
一
回
大
慈
悲
と
い
ふ
法
界
の
根
本
心
に
過
や
る
命
が
け
の
根
津
心
で
あ
る
。
ご
も
な
く
三
も
な

き
純
一
無
雑
の
一
心
で
あ
る
。
法
華
経
の
理
そ
の
物
が
純
国
一
一
飛
で
あ
る
か
ら
之
に
針
す
る
信
も
純
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
所
前
一
心

欲
見
併
の
一
心
た
る
根
本
心
で
在
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
根
本
心
ζ

そ
一
念
三
千
の
仰
酷
を
拙
う
ぺ
き
必
然
の
座
で
あ
る
。
斯
く
て
信
は

法
国
外
の
根
本
法
に
相
到
す
る
根
本
信
た
る
の
み
た
ら
や
、
直
に
成
併
の
民
悶
で
あ
り
妙
莞
の
種
子
で
も
あ
る
。
御
義
口
侍
上
容
に
、

一
念
三
千
も
信
の
一
字
よ
り
起
り
、
三
世
の
諸
怖
の
成
迫
も
信
の
一
宇
よ
り
起
る
た
り
。
此
信
の
字
は
元
品
の
無
明
を
切
る
所
の
利
剣

也
。
共
故
は
無
疑
日
信
と
て
．
疑
惑
を
断
破
す
る
利
剣
な
り
。
解
と
は
智
慧
の
異
名
な
り
。
信
は
慣
の
如
く
解
は
賃
の
如
し
。
三
世
の

諸
仰
の
智
慧
を
買
ふ
は
信
の
一
字
也
。
智
慧
と
は
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
c
信
は
智
慧
の
因
に
し
て
名
字
即
也
。
信
の
外
に
解
な
く
、
解

の
外
に
信
・
た
し
。
信
の
一
字
を
以
て
妙
畳
の
種
子
と
定
め
た
り
。
』

と
あ
る
。
一
五
日
間
の
無
明
と
は
等
魔
の
最
後
心
の
菩
薩
が
之
を
断
じ
て
以
て
妙
売
の
極
位
に
登
る
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
断
ち
切
る
信
は
等

常
一
様
の
信
で
な
い
、
所
謂
不
惜
身
命
の
根
本
信
で
あ
る
。
最
近
の
パ
ル
ト
の
危
機
岬
壌
に
於
て
、
信
仰
者
が
観
望
の
態
度
で
あ
っ
て
は

な
ら
ぬ
、
光
と
暗
と
の
大
戦
に
於
て
単
な
る
観
戦
者
た
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
彼
は
飽
迄
戦
友
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
て
居
る
が

基
替
教
と
俳
敬
と
直
に
同
一
蹴
す
る
と
と
は
難
し
い
と
す
る
も
‘
聖
人
の
不
惜
身
命
の
信
を
幾
分
表
現
せ
る
を
観
る
。

回



事
は
質
践
で
あ
る
と
い
ふ
た
が
、
事
は
ま
た
理
視
が
法
華
経
の
遮
門
的
立
場
な
る
に
封
し
て
、
本
門
的
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
控

門
的
立
場
に
立
つ
一
念
三
千
観
は
『
下
地
獄
よ
り
上
併
に
至
る
ま
で
悉
く
自
分
に
備
っ
て
居
る
。
そ
れ
故
地
獄
の
心
も
起
り
併
の
心
も
起

る
の
で
あ
る
。
同
じ
起
す
な
ら
備
の
心
を
起
す
が
よ
い
で
な
い
か
』
と
い
ふ
ょ
う
た
意
味
で
、
十
回
外
五
共
と
い
ふ
て
も
‘
制
L

心
従
L

理
も

の
で
、
事
賞
の
ま
L
に
翻
4
7
る
の
で
た
い
。

一
韓
謹
門
で
一
念
三
千
を
立
て
る
が
‘
そ
れ
は
結
局
理
論
的
危
一
念
三
千
で
所
謂
理
具
の
一

念
三
千
で
あ
る
。
本
門
に
五
っ
て
僻
の
久
遠
質
成
顕
は
れ
て
初
め
て
民
の
十
国
外
五
兵
一
念
三
千
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
と
説
く
の
が
聖
人

の
考
で
め
る
。
そ
の
事
を
聖
人
は
開
目
紗
に
於
て
殻
表
さ
れ
て
居
る
3

即
ち

油
門
方
便
品
は
一
念
三
千
二
乗
作
怖
を
説
て
繭
前
二
極
の
失
一
ー
を
脱
れ
た
り
。
し
か
り
と
い
へ

E
も
、
い
ま
だ
稜
誼
財
閥
本
せ
ざ
れ
ば
ま

と
と
の
一
念
三
千
も
る
ら
は
れ
歩
、
二
乗
作
僻
も
定
ま
ら
歩
。
水
中
の
月
を
見
る
が
如
し
。
根
た
し
草
の
波
の
上
に
浮
ペ
る
に
似
た
り

本
門
に
亘
っ
て
始
成
正
道
を
破
れ
ば
四
敬
の
巣
を
破
る
。
四
敬
の
果
を
破
れ
ば
間
救
の
因
破
れ
ぬ
。
爾
前
漣
門
の
十
界
の
因
果
を
打
ち

破
っ
て
、
本
門
の
十
界
の
因
果
を
詑
き
刷
聞
は
す
。
此
れ
即
ち
本
因
本
巣
の
法
門
な
り
。
九
日
仲
も
無
始
の
伸
凶
作
に
具
し
、
働
界
も
無
柏
の

九
回
介
に
備
は
り
て
民
の
十
界
五
具
、
百
同
外
千
如
、

一
念
三
千
な
る
べ
し
。
』

述
内
に
於
け
る
康
博
た
る
型
具
の
一
念
三
千
観
に
は
‘
天
台
大
師
の
如
き
自
解
悌
乗
の
人
に
取
っ
て
は
可
な
ら
ん
も
、
と
れ
に
依
っ
て

私
共
凡
恐
の
能
く
僻
境
界
に
到
り
得
る
鹿
に
あ
ら
で
理
観
は
絡
に
成
悌
の
直
道
で
た
い
。
成
道
の
直
苧
と
し
て
の
貨
践
哲
壌
は
，
事
ザ
配

か
ら
出
費
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
今
法
華
経
本
門
は
凡
て
事
貨
の
上
の
談
道
で
あ
る
。
開
伴
隼
が
久
遠
質
成
の
梯
と
し
て
の
無
始
以
来
常
説

法
政
化
の
化
等
と
そ
れ
に
報
い
ら
れ
た
る
我
此
土
安
穏
の
浮
土
の
民
の
十
界
互
共
の
事
賓
の
上
に
立
つ
も
の
で
る
る
。
克
に
精
し
く
い
ふ

と
本
門
の
立
場
は
先
づ
久
遠
劫
来
宜
修
貰
詮
の
悌
が
あ
る
。
そ
の
伸
は
過
去
に
も
減
せ
や
未
来
に
も
生
ぜ
宇
時
空
を
超
越
し
た
る
永
遠
の

賞
在
、
所
謂
久
遺
書
量
の
本
悌
で
る
る
。
そ
の
伸
の
書
量
長
遠
な
る
所
以
は
所
謂
三
世
袋
物
で
氷
遠
に
渡
り
て
吾
等
衆
生
を
帥
遣
に
入
ら

穴
践
哲
血
中
と
し
て
の
一
念
＝
一
千

一
一
丸



究
践
哲
事
と
し
て
の
一
念
三
千

。

し
む
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
と
れ
即
ち
法
華
経
本
門
書
量
口
聞
の
『
怖
の
出
端
本
』
と
い
は
る
L
所
の
も
の
で
、
と
の
悌
の
樽
本
が
あ
っ
て
、

今
の
禅
迦
牟
尼
怖
は
今
度
初
め
て
怖
に
な
っ
た
の
で
な
く
久
濯
劫
米
の
怖
で
あ
る
と
と
が
掘
は
れ
る
と
同
時
に
、
怖
の
一
白
土
も
諸
経
に
説

か
れ
た
や
う
に
外
の
底
で
な
く
、
や
は
り
こ
の
婆
婆
世
界
だ
と
い
ふ
こ
と
が
顕
は
れ
る
。
私
共
凡
夫
は
蹴
倒
し
て
居
る
か
ら
こ
の
世
界
乞

横
土
と
見
る
け
れ
ど
も
、
と
の
世
界
は
貨
に
は
仰
の
果
報
に
報
い
ら
れ
た
る
寂
光
の
詰
土
で
あ
る
o
そ
れ
で
法
華
経
如
来
事
計
一
月
刊
に
は
、

『
何
併
祇
却
に
於
て
、
常
に
謹
話
山
及
び
飴
の
諸
の
住
底
に
在
り
、
衆
生
劫
議
き
て
大
火
に
焼
か
る
L
と
見
る
時
も
、
我
が
此
土
は
安
総

に
し
て
、
疋
人
常
に
充
満
せ
り
o
』

と
あ
る
。
本
門
的
立
場
と
は
‘
こ
の
本
仰
と
本
怖
の
岡
土
と
い
ふ
法
界
の
根
本
的
事
貨
の
上
に
私
共
の
修
行
を
置
く
の
で
あ
る
。
理
視
の

如
く
削
問
念
説
法
を
泊
し
て
と
の
根
本
的
事
貨
を
受
取
ら
う
と
し
な
い
。
そ
の
受
取
り
ょ
う
は
‘
聖
人
の
観
心
本
隼
妙
に
於
て
最
も
明
白
に

示
せ
る
所
で
あ
る
。
脱
心
本
傘
紗
は
そ
の
序
分
に
理
の
一
念
三
千
九
包
詑
き
、
順
次
に
事
の
一
念
三
千
に
と
移
り
、
と
れ
を
妙
法
蓮
華
経
の

五
字
に
結
蹄
し
、
事
問
の
妙
法
は
こ
の
五
字
を
受
持
す
る
に
外
・
な
ら
や
と
す
る
の
で
あ
る
。
所
謂

『
…
禅
写
の
因
行
果
徳
の
二
法
は
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
共
足
す
。
我
等
此
五
宇
を
受
持
す
れ
ば
白
然
に
彼
の
因
果
の
功
徳
を
譲
り
興
へ
給

ふ。』

（
縮
制
遺
文
九
三
八
〉

と
い
ふ
も
の
是
で
あ
る
。
即
ち
樺
傘
の
因
行
呆
徳
の
二
法
を
自
然
護
典
に
依
っ
て
受
け
取
り
成
怖
を
得
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
と
れ
が
即

ち
制
心
で
あ
り
事
の
一
念
三
千
で
あ
る
。

五

今
見
た
如
く
、
視
心
本
傘
紗
は
一
念
三
千
の
事
観
を
唱
題
受
持
に
結
ん
で
居
る
o
即
ち
今
紗
い
ふ
所
の
親
心
と
は
天
台
所
誌
の
理
の
一

念
三
千
組
で
な
く
．
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
・
経
』
で
あ
る
。
即
ち
観
心
即
唱
題
で
あ
っ
て
、
唱
題
の
外
に
親
心
は
な
い
の
で
あ
る
。
今
妙



題
し
て
翻
心
本
隼
と
い
ふ
の
故
を
以
て
、
事
行
の
哨
題
の
外
に
事
の
親
心
あ
っ
て
天
台
の
理
の
親
心
と
相
到
す
る
が
如
く
考
ふ
る
は
決
し

て
聖
人
の
意
を
得
た
も
の
で
た
い
。
今
紗
に
は
翻
心
を
定
義
し
て
、
『
翻
心
と
は
我
が
己
心
を
観
じ
て
十
法
界
を
見
る
。
是
れ
を
親
心
と
一
五

ふ
な
り
。
』
（
向
九
三

O
）
と
い
ふ
で
あ
る
の
で
、
聖
人
の
意
味
す
る
翻
心
も
天
台
の
理
観
の
如
く
心
を
境
と
し
事
共
三
千
を
翻
ゃ
る
の
で

る
る
と
す
る
の
は
‘
誤
れ
る
の
英
一
し
き
も
の
で
あ
る
。
誌
に
い
ふ
翻
心
と
は
天
台
理
視
を
説
明
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
‘
之
を
以
て
直
忙
聖

人
の
町
ゐ
た
翻
心
と
鴛
す
と
と
は
出
来
な
い
ハ
聖
人
の
は
今
紗
に
一
不
さ
れ
た
る
『
我
等
此
の
五
字
を
受
持
す
れ
ば
』
の
外
な
い
の
で
あ
る
。

尤
も
前
に
血
中
げ
た
華
人
の
治
病
妙
に
『
一
念
三
千
の
観
法
に
二
あ
り
。

一
に
は
理
二
隠
は
事
な
り
』
と
あ
る
の
で
、
理
問
の
外
に
事
閥
抗

の
折
口
島
T
b
L
展
開
せ
る
も
の
で
あ
る
。
草
山
元
政
、
観
如
日
透
、
綱
要
日
導
・
優
陀
郡
日
輝
等
の
諸
帥
が
是
で
あ
る
。
事
観
論
の
哲
皐
的
論

詮
は
政
て
妨
な
し
と
す
る
も
、
事
観
を
以
て
事
観
論
と
考
へ
る
と
と
は
聖
人
の
意
を
得
た
も
の
で
な
い
。
理
の
一
念
三
千
と
は
一
念
三
千

の
理
を
修
し
て
心
設
を
高
め
濁
り
自
ら
行
ひ
す
ま
す
と
と
で
あ
り
、
事
の
一
念
三
千
と
は
帥
来
上
の
一
念
三
千
を
一
仰
一
に
人
生
事
置
の
上
に

登
卸
し
て
枇
曾
的
に
之
b
L
宜
現
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
前
者
は
消
極
的
で
あ
り
個
人
的
で
あ
り
、
後
者
は
積
極
的
で
あ
り
吐
合
的
で
あ
る
。

更
に
一
は
弥
一
門
的
で
あ
り
他
は
本
門
的
で
あ
る
。
即
ち
理
と
事
と
相
異
な
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
一
念
三
千
の
事
組
を
事
行
の
妙
法
蓮
華

経
の
五
字
に
結
師
し
て
、
之
を
観
念
的
方
面
に
向
け
ヂ
事
貨
の
上
に
建
立
し
た
も
の
が
三
大
秘
法
で
あ
る
。
三
大
秘
法
と
は
一
「
意
に
念
じ

ロ
に
唱
へ
身
に
行
ふ
法
』
で
あ
っ
て
、
山
林
空
閑
に
静
座
し
て
思
惟
観
念
す
る
法
で
な
い
。
ま
た
こ
の
三
大
秘
法
の
外
に
別
に
一
念
三
千

の
制
法
b
L

修
せ
よ
と
の
敬
訓
は
聖
人
に
依
っ
て
一
不
さ
れ
て
な
い
。
然
る
に
観
如
日
透
師
た
ど
は
、
そ
の
本
門
事
一
念
三
千
義
に
か
う
い
ふ

で
居
る
。

唱
掘
の
正
行
乞
勧
む
と
雑

εも
、
何
ぞ
事
視
を
助
行
と
詰
る
と
と
を
遮
せ
ん
乎
。
叉
行
者
の
意
業
時
勢
に
随
っ
て
唱
題
観
念
種
々
の
儀

異
あ
る
べ
し
。
或
は
盛
時
の
方
法
を
整
へ
本
等
に
向
ぴ
奉
り
・
又
は
直
に
六
塵
の
法
を
縁
し
て
修
視
す
る
も
あ
る
べ
し
。
或
は
同
問
題
と

貸
践
哲
隼
と
し
て
の
一
念
一
一
一
千



貨
践
哲
拳
と
し
て
の
一
念
三
千

一一一一

共
に
念
を
接
し
て
修
翻
す
る
も
る
る
べ
し
。
或
は
公
私
紙
一
躍
の
間
念
k

修
視
す
る
も
あ
る
べ
し
。
或
は
観
念
無
く
平
信
に
叫
行
す
ら
も
、

或
は
唱
題
の
前
に
で
も
後
に
で
も
一
念
修
観
す
る
も
あ
る
べ
し
。
話
－
n
不
同
行
人
自
ら
知
る
べ
し
。
何
れ
の
筋
に
で
も
一
向
千
生
と
も

に
観
念
ば
か
り
に
て
哨
題
せ
ざ
る
は
宗
祖
の
立
義
に
背
く
之
を
制
す
ペ
し
。
さ
て
上
下
棋
に
配
す
る
に
必
K

偏
に
上
根
は
版
企

γ
根
は

唱
行
と
は
封
す
べ
か
ら
や
，
。
宗
家
の
大
綱
上
下
根
一
同
に
附
崩
を
正
と
話
す
。
中
に
於
て
意
識
本
に
随
っ
て
上
根
傍
に
観
念
七
修
宇
。
下

根
は
但
が
一
信
心
唱
題
也
。

．£晶、
口

三ミ

理
一
念
三
千

修

f明

常

家

八

根根

唱
題
の
正
行
を
動
む
る
賠
に
於
て
、
事
の
一
念
三
千
の
意
を
牛
へ
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
が
、
唱
題
一
受
持
の
外
に
種
々
の
制
念
義
乞
立
つ
る

と
と
は
、
修
行
の
営
乞
件
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
な
い
．
斯
の
如
き
は
等
る
唱
題
受
持
の

E
行
を
妨
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
聖
人
が
既

に
理
の
一
念
三
千
の
観
法
を
貧
民
的
危
事
の
一
念
三
千
の
立
行
と
な
し
、
と
れ
を
妙
法
五
字
の
唱
題
受
持
に
結
時
し
て

8
k
官
践
の
極
設

に
ま
で
護
掠
せ
る
も
の
を
、
何
を
苦
ん
で
そ
れ
以
外
の
修
視
を
立
つ
る
の
で
あ
る
か
。
唱
題
b
L

正
と
な
し
意
地
ポ
に
陪
っ
て
上
根
は
傍
に
翻

念
b
L
修
す
と
あ
る
は
‘
唱
題
を
軽
脱
す
る
も
の
で
結
局
唱
題
を
正
と
せ
ざ
る
こ
と
に
堕
し
て
し
ま
う
。
ま
た
唱
題
を
正
行
と
僑
す
と
い
ふ

と
も
、
本
牟
妙
に
は
『
妙
法
丘
字
を
受
持
す
』
と
あ
っ
て
、
受
持
と
は
身
口
意
の
三
業
に
受
持
す
る
と
と
で
あ
る
、
唯
口
に
の
み
唱
ふ
る

事
で
な
い
。
今
日
の
世
唱
題
受
持
を
口
に
唱
ふ
る
事
と
の
み
考
へ
之
を
下
艇
の
人
の
修
す
ぺ
き
も
の
位
に
考
へ
て
居
る
人
が
多
い
。
そ
し

て
聖
人
の
創
め
ら
れ
た
唱
題
受
持
は
唯
形
式
的
に
唱
へ
ら
れ
る
の
翻
が
あ
る
。
翻
心
本
隼
砂
の
結
文
に
『
一
念
三
千
そ
識
ら
ぎ
る
も
の
に

は
、
伸
大
慈
悲
を
起
し
、
妙
法
五
宇
の
袋
の
内
に
こ
の
珠
を
つ
L
み
、
末
代
幼
稚
の
踊
に
か
け
さ
し
め
給
ふ
。
四
大
主
口
一
隆
の
と
の
人
を
守



護
し
給
は
ん
と
と
、
太
公
周
公
の
成
王
を
麗
扶
し
四
時
が
京
帝
に
侍
奉
せ
し
に
呉
た
ら
ざ
る
者
也
。
』
（
縮
制
遺
文
九
四
九
）
会
い
は
れ
た
妙

法
五
字
、
報
恩
紗
に
ま
た
『
日
蓮
が
慈
悲
庚
大
在
ら
ば
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
高
年
の
外
未
来
ま
で
も
流
る
ペ
し
』
と
い
ひ
遣
さ
れ
た
妙
法

五
字
を
受
持
し
賓
践
す
る
人
が
乏
し
い
。
偶
K

あ
り
・
と
す
れ
ば
病
第
五
l

癒
か
或
は
商
費
繁
臼
か
に
役
立
つ
常
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
斯

く
の
如
き
は
信
や
る
も
の
L
罪
か
‘
持
た
信
ぜ
し
む
る
も
の
L
罪
で
あ
る
か
。
主
口
入
を
以
て
す
れ
ぽ
唱
題
受
持
の
一
行
に
、
既
に
脚
伸
傘
の

因
行
果
徳
の
二
法
即
ち
高
普
高
行
は
A
泊
ま
れ
て
、
そ
の
凡
て
を
悉
く
自
然
に
譲
興
す
と
る
る
。
そ
し
て
而
も
そ
れ
は
聖
人
が
立
救
悶
宗
以

・
来
法
華
・
色
讃
の
跡
で
も
あ
り
結
論
で
も
あ
る
か
ら
・
そ
の
唱
題
受
持
の
一
行
に
全
く
事
の
一
念
三
千
は
合
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
と
の

一
行
か
ら
自
費
と
反
省
の
宗
敬
生
活
、
静
寂
、
感
謝
‘
憐
悔
減
罪
等
、
そ
の
他
解
股
も
生
れ
悌
智
も
自
ら
開
発
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

他
を
顧
み
る
と
と
な
く
一
意
専
念
に
唱
題
受
持
の
一
行
を
は
げ
む
と
と
に
依
っ
て
成
伸
の
遣
は
自
ら
開
け
る
の
で
あ
る
。
唱
題
修
行
を
以

て
下
根
に
趨
す
る
修
行
と
の
み
考
へ
る
が
如
き
は
訣
れ
る
の
最
も
甚
し
き
も
の
で
る
る
。
五
口
人
敢
て
他
の
概
念
視
法
を
非
議
せ
ん
と
せ
ヂ

唯
聖
人
に
依
っ
て
立
て
ら
れ
た
る
事
の
一
念
三
千
の
本
筋
た
る
哨
題
修
行
の
本
領
を
護
部
せ
よ
と
い
ふ
の
で
る
る
。
枝
末
に
拘
泥
す
る
ζ

と
は
膿
て
大
本
を
失
ふ
所
以
、
聖
人
の
最
も
戒
め
ら
れ
た
所
で
あ
る
。

以
上
私
は
日
蓮
華
人
に
依
っ
て
‘
人
生
問
題
へ
の
解
答
と
し
て
賀
さ
れ
た
事
の
一
念
三
千
を
、
質
践
背
曲
学
と
し
て
究
明
し
て
見
た
。
・
宵

践
背
皐
と
し
て
単
に
此
に
mmま
ら
歩
、
進
ん
で
事
観
論
の
背
事
を
も
叙
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
先
き
に
濯
げ
た
草
山
元
政
、
観
如
日
透
‘
綱

要
日
導
・
優
陀
那
日
輝
等
の
諸
師
の
論
議
が
そ
れ
で
あ
る
。
私
の
研
究
は
そ
れ
等
の
全
般
に
渡
っ
て
徹
民
し
て
居
ら
な
い
か
ら
そ
れ
等
は

之
を
後
日
に
期
す
る
事
と
す
る
。

貨
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普
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し
て
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一
念
三
千
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